
　新年のご挨拶を申し上げます。日頃は東京金山会の行事にご協力をいただき、ありが
とうございます。昨年の東京金山会総会に、佐藤 英司町長、栗田 保則議長、町から大
勢の参加者をいただき、関係者一同、嬉しく思っております。今年は東京金山会設立
65回の節目の総会にあたります。記念にふさわしい催し物を、関係者のみんなで考え
ていきたいと思っております。また、今年は辰年であります。この年の特徴としては大
きな出来事が多く、2000年の2000円札発行・青函トンネル開業、1988年 瀬戸大橋開業、
1964年 東京五輪開催など、思い出に残る年でした。金山町におかれましても、町制施
行100周年の記念の年になるそうですね。東京金山会としても、何かお手伝いが出来れ
ばと考えております。今年もどうか良い年でありますように、お祈りしております。

　さる令和5年11月25日（土）、アートホテル日暮里ラングウッドで最上地域
ふるさと連合会総会が開催されました。参加者は、最上地域の各市町村のふる
さと会を中心に計111名。東京金山会からは11名が出席、金山町から来賓と
して佐藤町長、栗田議長が出席されました。本総会は20回の記念総会とのこ
とで、懇親会も盛大に開催され、また多くの方と交流をすることができました。
記念総会という点では、次回65回の節目を迎える金山会としても、参考にな
る点がありました。今年の総会の企画へ活かしていければと思います。
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　会議の日、色んな動物が集まって大騒ぎ。ネコから
提案があるらしい。それは、十二支のメンバーを新し
くすること！十二支たちはびっくり。これまで神様か
ら年を守る役目をいただいていたのに。次の候補が決
まっていて、ライオンやクジラやパンダが並び、対決
がはじまる。するとどこからか声が聞こえてきました。
その声とは？

じゅうにしの
はなしのつづき
スギヤマカナヨ
ひかりのくに

森の子ども図書
№215

＼今月は８冊！／

図書コーナー … 金山町中央公民館内　９：００ ～ １７：００

交流サロンポスト
月～金　１２時３０分～１７時３０分まで
※１２・１・２月は１７時閉館
※祝・盆・正月は休み

【問合せ】　東京金山会 広報担当　藤山善夫　☎080－5525－0435　mail：fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

令和６年 新年のご挨拶

東京金山会通信 №57 ◀こちらから東京金山会の
　ページにアクセスできます

第20回 最上地域ふるさと連合会総会

▲東京金山会 会長　髙橋　和雄

日々の活動は、Instagram
で配信中です。ぜひ、フォ
ローのほどよろしくお願い
します。


